






「戸惑い・驚き（と覚悟）・喜び・発見・希望」
＜第1章　戸惑い＞それは平成25年1月4日、向原先生からの電話で始まりました。

「壱岐に来てくれんね!?」「きっと面白いよ」

＜第2章　驚き（と覚悟）＞翌2月、一般人として壱岐市民病院を訪れてみまし

た。すると20年前の国立病院時代にタイムスリップした思いになりました。そこ

で一気にやる気スイッチが入りました。私でも何かできるかもしれないと。

＜第3章　喜び＞看護職員は、素直で優しい方ばかりでした。徐々に師長はじめ看

護職員が、患者さんの事で悩んだり、喜んでくれるようになりました。また、平

成27年4月には企業団に加入出来ました。

＜第4章　発見＞看護職員たちの成長が見え始めましたし、託せる職員が増えました。更に力強い協力者に

出会う事もできました。それで徐々に私のすることは無くなりつつあるかなと感じ始めました。

＜第5章　希望＞看護師人生の最後が、皆さまのお陰でとても充実したものになりました。一つ願いは、今

後全職員が協力して「病院機能評価」を受審し、常に向上する病院であり続けて欲しいことです。本当

に、本当にありがとうございました。

　私は昭和56年4月に長崎県離島医療圏組合五島中央病院に入職し、本

年3月定年退職を迎えることとなりました。平成26年に看護部長となる

まで、平成14年に新病院へ新築移転、平成21年には長崎県病院企業団

設立により長崎県五島中央病院と改称されるなど五島中央病院の変遷を

見てきました。また、病院機能評価の受審や電子カルテの導入なども

経験しました。特に印象に残っているのは、看護部長会議を各病院持

ち回りで開催したことです。訪問させていただいた各病院職員皆様の

「お・も・て・な・し」に感謝いたします。これにより、更に企業団病

院の看護部長さん方と連携、交流が深まったように思います。また、看

護部の人材育成や人材確保等を含めご指導くださった髙口看護指導監の存在は心強かったです。

　40年間にわたり勤務することができたのは、多くの方々に支えられたおかげだと心より感謝

申し上げます。

　本年無事に退職を迎えることが出来ました。

　思い起こせば、昭和58年に助産師として当時の壱岐公立病院に採用されました。

　当時は新人教育もなく、見て、聞いて、覚えて経験してみる時代でした。今では

想像もできない時代です。妊産婦さんが、いかに安全に、安楽に、安心してお産が

終わり退院できるかを考えていたことを記憶しています。

　ここ10年は看護管理に携わってまいりました。この10年間は今までの助産の現場

と違い、新しいことを学び、新しい方々との出会いもありました。中でも看護管理

について多方面でご教示していただいた前任の米城看護部長との出会いは、人生の

転機の1つだったと思います。ありがとうございました。

　また、壱岐病院の成長にも携わることができたことは、嬉しく誇らしく思います。

本当に充実した38年間でした、大変お世話になりました、心より感謝申し上げます。

壱岐病院　看護部長　松本　直子

五島中央病院　看護部長　赤窄　かずみ

壱岐病院　特命副院長　米城　和美

退職者のご挨拶　昭和60年の入職時、市町立でも県立でもない組織を設立した先人の知恵と努力

を思いました。

　おもしろき　こともなき世を　おもしろく

　上五島病院長、離島医療圏組合副会長、企業団企業長のご指導で、その時々で

少し背伸びをすれば届く目標～情報化整備、施設整備、市町合併、企業団発足、

医療従事者確保、病院再編～に向け、おもしろく勤務することができました。

　『この組合は、医療施設に恵まれない離島地域に医療施設を整備するととも

に、医療従事者の充実を図り、離島地域住民の健康な生活を確保することを目的

とする』

　『この企業団は、県民の健康な生活を確保することを目的とする』

　これは、一部事務組合設立の根幹をなす規約の第一条の一部です。

　後者（企業団）には、「医療施設に恵まれない」「医療施設を整備」「医療従事者の充実」がありませ

ん。離島医療圏組合（前者）が一定の目的は達成したという評価だと思います。「医療従事者の充実」

は、これからも課題です。

　市町合併や公立病院のあり方検討等の時代の要請を受け、運営形態が変わりました。今後も変わること

があるでしょう。

　この運営形態が後世に評価され、その特徴を活かし、時代に合わせて発展し続けることを願います。 

　私が初めに採用されたのは、昭和62年4月「長崎県離島医療圏組合厳原病院」で

した。しかし、1年後の昭和63年3月に建物の老朽化及び病床数の不足等により、

「長崎県離島医療圏組合対馬いづはら病院」と名称変更し新築移転。採用後1年で

新築移転という貴重な経験をさせていただきました。

　その後、「国立対馬病院」が「長崎県離島医療圏組合」に経営移譲され、平成12

年2月の「長崎県中対馬病院」開院に伴い、中対馬病院に異動となり医事係長を務

めました。移譲当時は旧国立対馬病院職員と対馬いづはら病院職員との混合チー

ムで運営、特に医事係においては委託会社の変更により医事会計業務等未経験者

が多い中での開院となり、新病院の立ち上げに奮闘したことが昨日のことのように思い浮かびます。

　その後、「中対馬病院」の老朽化等により「対馬いづはら病院」との再編統合計画が進むなか、平成

26年4月に対馬いづはら病院の事務部長に就任し、平成27年5月に「長崎県対馬病院」が開院され、現在

に至ります。

　34年間にわたり対馬の地域医療に携わり、多くの経験をさせて頂きました。そして、多くの方々のご

支援で今日まで勤務することができ、無事定年退職を迎えることができました。お世話になった皆様方

には心より感謝申し上げます。ありがとうございました。  

　富江病院に23歳から勤務を始めて、37年が過ぎようとしています。いろいろ

なことがありましたが、定年間近の年に、新型コロナウイルスがこの富江地区

にも脅威を振るいました。院長をはじめ病院のスタッフ全員でこの難局に対峙

し、感染拡大防止に全力を尽くし、収束をできたことを大変嬉しく思います。

　本年、退職を迎え病院を離れることになります。長い間、ご支援、ご指導い

ただいた職員の皆様、地域の皆様 心より感謝申し上げます。ありがとうござ

いました。

　これからも、富江病院の発展と地域住民の健康生活を願い、一住民として協力

して行きたいと思います。

上五島病院　事務部長　田本　浩嗣

富江病院　看護総師長　山田　昭美

対馬病院　事務部長　宇山　忠史
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